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教科書
[書名／著者
名／出版社]

適宜紙又は電子媒体で資料を配付します。

受講生への
メッセージ

SNSは、楽しいコミュニケーションツールであるだけでなく、社会にインパクトを与えたり、時に
人を苦しめることもあります。この授業では、日々凄まじいスピードで変化する世の中を、SNSと
いう社会の窓から覗くことを狙いに置いています。ぜひ楽しみながら、これからの時代がどこに向
かうのかを掴み取ってください。参考書

[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 SNSから流行が生まれる仕組み
流行が生まれる仕組みに関して学習した内容を
レポートにまとめる

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

講義を受け、ゲスト講師の企業の商品サービ
スを紹介するSNS投稿案を作成

第7回 SNSと国際交流
SNSと国際交流に関して学習した内容をレポー
トにまとめる

第15回 SNSと世界平和
SNSと世界平和に関して学習した内容をレポー
トにまとめる

第6回 SNSとネット炎上の仕組み
ネット炎上に関して学習した内容をレポートに
まとめる

第14回
SNSを活用する企業事例④
ゲスト講師：県内企業D

講義を受け、ゲスト講師の企業の商品サービ
スを紹介するSNS投稿案を作成

第5回
SNSを活用する企業事例①
ゲスト講師：県内企業A

講義を受け、ゲスト講師の企業の商品サービス
を紹介するSNS投稿案を作成

第13回 SNSとAI時代
SNSとAIに関して学習した内容をレポートにま
とめる

第4回 SNSを用いた地域プロモーション
SNSを用いた地域プロモーションに関して学習
した内容をレポートにまとめる

第12回
SNSを活用する企業事例③
ゲスト講師：県内企業C

講義を受け、自身のスマートフォンで日用品
を撮影

第3回 SNSと購買行動の変化
自身がSNSをきっかけに購入したもの・触れた
サービスについてレポートにまとめる

第11回 就職活動でのSNS活用法
就職活動でのSNS活用に関して学習した内容を
レポートにまとめる

第2回 主要なSNSが生まれた背景と、登場以前以後の変化
SNSの歴史に関して学習した内容をレポートに
まとめる

第10回 SNSと「映え」

事前・事後学修

第1回 オリエンテーション、インターネットの歴史
インターネットに関して学習した内容をレポー
トにまとめる

第9回
SNSを活用する企業事例②
ゲスト講師：県内企業B

講義を受け、ゲスト講師の企業の商品サービ
スを紹介するSNS投稿案を作成

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
日々変化する社会の価値観とこれからの時代を、SNSやインターネットの歴史を通して考察し、時代の変化
を捉える力を養う。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

提出された成果物やレポートは評価の対象となります。

授業の方法
講義形式を基本としつつ、SNSを積極的に活用する県内企業の担当者などによるゲスト講演も行います。ま
た、グループワークも実施し、成果物を提出してもらいます。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 武内　一矢 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未
来創生コース

配当年次 1年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件

科目区分 専門教育科目 授業科目名 SNS論 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

20 20
提出回数、提出期限と
も２０％以上厳守でき
なかった

②
規律性

③
知識

30 30

SNSやそれを取り巻く
社会の変化に関する基
本的な知識が不十分で
あり、他者への説明も
ほとんどできない

④
技能

⑤
情報
活用
能力

30 30
指示された条件に従っ
て提出物を編集してお
らず、わかりにくい

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

20 20
指示された条件に従っ
て提出物を編集してお
らず、わかりにくい

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100合計

指示された条件に従って
提出物を編集してまとめ
ているが、情報が不足し
ており、ややわかりにく
い

実
践

行
動
・
応
用

表
現

多様な情報を指示され
た条件に従って編集
し、効果的にまとめ、
表現できる

多様な情報を収集し、
他者に分かりやすくま
とめる能力

提出物の仕上がり、創意
工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、非常
に分かりやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、分か
りやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集してま
とめており、必要な情
報は最低限含まれてい
る

SNSやそれを取り巻く
社会の変化に関する基
本的な知識を有してお
り、他者にある程度説
明できる

SNSやそれを取り巻く社
会の変化に関する基本的
な知識を有しているもの
の、他者への説明はあま
りできない

提出物の仕上がり、創意
工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、非常
に分かりやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、分か
りやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集してま
とめており、必要な情
報は最低限含まれてい
る

指示された条件に従って
提出物を編集してまとめ
ているが、情報が不足し
ており、ややわかりにく
い

提出物の提出回数、提出
期限厳守

提出回数、提出期限と
も１００％厳守した

提出回数９５％以上
（提出期限を厳守でき
なかったことは１０％
程度まで）

提出回数９０％以上
（提出期限を厳守でき
なかったことは１５％
程度まで）

提出回数８５％以上（提
出期限を厳守できなかっ
たことは２０％程度）

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

提出物を指示された期
限までに提出できる

指示された通りに提出
しようとする姿勢、真
面目さ

創
造

知
識
・
技
能

SNSやそれを取り巻く社
会の変化に関する基本
的な知識を有し、他者
に説明できる

SNSやそれを取り巻く
社会の変化に関する基
本的な知識

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って編集
し、効果的にまとめ、
表現できる

多様な情報を収集し、
他者に分かりやすくま
とめる能力

提出物における知識の提
示

SNSやそれを取り巻く社
会の変化に関する基本
的な知識を十分に有し
ており、他者に詳しく
説明できる

SNSやそれを取り巻く社
会の変化に関する基本
的な知識を十分に有し
ており、他者に説明で
きる

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


